
 

  2008年度の本法人の活動が始まりました。 

昨年度は「Artist in Residence at IGA 2007」はじめ、様々な充実した活動を行った 1年間でした。今年も充実です。 

今号では、今年度の活動計画を中心に、前号以降の各自主活動グループの活動報告や実技講習会と研修旅行の予告をお

届けします。奮って、興味のある活動にご参加ください。各活動の協力者も募集しており、ご応募をお待ちしています。 
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 プロジェクトを立ち上げて丸一年。幾度かの現場調査と会

員の方々の要望などを聞きながら場所を決定し、やっと最初

のスケッチを描くことができました。アトリエ南側斜面を利

用して高床式の「庵」を構想しました。要望により床下には

薪置き場と小さな倉庫を備えることを考えました。目隠し付

きの露天風呂は斜面に石積み、水は屋根からの雨水利用では

と考えています。今後進める中でスケッチから発展していく

と思いますが、基本構想としては纏まって来たかなという感

じです。また、木工作家でもある会員の名嘉眞さんも活動に

参加して頂けることとなり、一層心強くなりました。まだま

だこれからの道程が長いですが、毎月一度は活動して行きま

すので、興味のある方は奮ってご参加ください。 
                               （庵プロジェクト担当：石津 勝） 

 

「庵プロジェクト」の活動報告 

 

 

 本法人では、年４回程度、ものづくりを中心に造形芸術に関わる様々な実技講習会

を開催しています。 

本年度は、地元伊賀の「組紐」体験を始め、型づくりによる磁器制作やガラスの鋳

造(ﾊﾟｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｪｰﾙ)などを計画中です。会場も事務局のある「西青山」のアトリエを

始め、作家の工房など、現地に出かけることも検討しています。 

第 1回目は、8月 23日(土)に「伊賀」の伝統工芸である「組紐」体験を、上野市街

の散策と併せて実施します。詳しくは、また後日、ご案内しますが、皆様どうぞ、お

気軽にお誘いあわせの上、ご参加ください。 

尚、こんなことをやってみたいというご希望やこの人を講師にという情報などがあ

りましたら、ぜひ事務局までお寄せください。よろしくお願いします。                   

(実技講習会・造形ワークショップ担当：田井 佳子） 

 

ものづくりの楽しさを体験してみませんか？ 

 
今年度の研修旅行先は、まずアンケートで皆様のご意見を伺いたいと思います。 

事務局会議の中では、福井県の金津方面、奈良県の吉野方面、徳島県の神山町方面など様々な候補も挙がっています

が、会員の皆様のアンケート結果を考慮し、行き先や泊数、時期などを決めていきたいと考えています。 

多くの方が楽しめる旅行を企画したいと思いますので、このアトリエニュースに同封致しましたアンケートにご記入

の上、返送をよろしくお願い致します。                                     （研修旅行担当：蒔田 邦子） 

 

研修旅行係よりのお願い 

 

 



 

 
● 新年度になりました。恐縮ではございますが、会員の皆様の中で入金のまだの方は、年会費の納入をお願いします。  

郵便口座：００８９０－１－１０６３４６  NPOアーツ プラネット プラン フローム イガ  

● 「展覧会情報」のページに会員の皆様の個展・グループ展等の活動情報を載せますので、事務局まで、是非お知らせ 

ください。 

ホームページアドレス： http://www.appfi.org  事務局Ｅメール： contact@appfi.org 

 

 

   

会費納入のお願い ・ 皆さまのご意見お待ちしています 

 

 

  

 

 

 

 

◎2008年 3月 16日作品の持込みの締切日、28名の作品が集まりました。同時に、穴窯の補修をしました。 

◎3月 20日、21日の 2日をかけて、窯詰めを行ないました。 

◎3月 22日午前 10時火入れ、ゆっくり「あぶり」を始め、850℃までは、予定通りでした。その後、1250℃を目指しま

したが、生木のためか、1100℃台から中々温度が上がらず、苦しい窯焚きが続きました。湿った赤松の薪は、気を緩

めるとすぐに窯の温度を下げます。さらに人手の少ない 4日目、考えられる工夫をあれこれ試み、力を合わせ、1250℃

を記録した時は、ヤッターと声をあげ抱き合って喜びました。最後の 12 時間は、1300℃前後の高い温度をキープし

たまま、500束すべての薪を使い果し、26日正午、5日間の窯焚きが終了しました。 

◎4月 6日、窯出し。奥の棚まで灰がたっぷり掛かり、作品を棚板から剥がす作業は大変でしたが、鮮やかなビードロ

釉や火色の美しい作品ができました。一定の温度を長く保つことや水蒸気を含んだ薪での効率の悪い焼成も、釉状                                                 

に様々な変化をもたらすことがわかり、苦労は貴重な体験となりました。 

◎18 名の学生ボランティアさん、4 名の一般ボランティアさんはじめ、総勢 35 名の参加者の皆様、また多くの方々か

ら、物心共に数々のご支援を頂きました。感謝の気持ちで一杯です。ありがとうございました。 
 

     
窯の補修           慎重に窯詰め作業         整然と並んだ窯の内部        窯前での小割り作業 

     

生木を窯の余熱で乾燥         深夜の乾燥作業           最終日、最後の奮闘          1250℃越え！！ 

    
  窯出しの結果に笑顔！      2009年3月に向けて         2t車で７往復        薪を割るボランティアさん 

 

◎昨年度の苦労と反省をふまえ、早いうちから活動を始めています。4月 20日、26日、大量の薪を運びこみました。 

◎4月 26、27日、5月17、 18、 31日、6月1日、すでに 6日間の薪割りを実施しました。 

◎今年度の穴窯焼成に参加をご希望の方は、次回の薪割りの日程をご覧の上、ご参加よろしくお願いします。 

＜今後の予定：4、5、6月は活動済み＞ 

※薪割り：7月 5、6日（その後の日程は未定です。参加希望者にのみ連絡します）  
※定例作陶会：毎月、第 3日曜日。(6・8・2月は第 4日曜日) 各 10時～17時                            

（陶芸自主活動グループ「粘土カフェ」担当：田上 早百合） 

悪戦苦闘の窯焚きと新年度の粘土カフェの活動開始！参加者募集！ 

http://www.appfi.org/
mailto:contact@appfi.org

